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                    ８ケ村                   服部の「部「と 

                                  岩戸含む    福田保の「福」 

        福部に残る唯一の「服部」の名称                    とで「福部」 

ご祭神：天
あめの

棚
たな

織姫
おりひめ

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ４ケ村 

 

 

 

 

時は１５００年前の飛鳥時代６４６年）大化の改新の時代に律令制・部民制の時代に地域の品部
し な べ

（職能集団）に

より名付けられ「機織部
は た おり べ

」衣料関係の機織
は た お

りを業とする機能集団である。 

機織部はその後「服部
は と り

」と呼び方が転化した。 

 

「三代実録の貞観１６年（８７４年）の条に「因幡国の服
はた

織
おり

神
かみ

に従５位上を授ける」とある。 

服織神とは式内社服部神社（福部町海士）の祭神天
あめの

棚
たな

織姫
おりひめの

命
みこと

のことである。 

 

この時代には砂丘地に桑を植え養蚕が営まれ機織り職能集団としての生活がスタートとしていたと思われる。 

服部神社の横山宮司の話では、大正時代まで、海士一帯から砂丘地辺りは一面、桑畑で養蚕が盛んであった」と

いう。 

 

奈良時代前期には「服部
はっとり

の里
さと

」「服部
はっとり

の郷
ごう

」と呼ばれ平安時代には「服部庄
はっとりしょう

」へ。 

江戸時代には服部庄（８ケ村）海士・湯山（山湯山含む）・細川（岩戸含む）・南田・栗谷・八重原・矢谷・高江 

      福田
ふ く た

保
ほ

（４ケ村）左近・久志羅・中村・蔵見 

      に区分される。 

 

大正時代（６年）志保美村（福田保４ケ村）と南田の５ケ村 

        元塩見村（服部庄８ケ村から南田を除く７ケ村）が合併して「塩見村」となる。 

昭和時代（３年）服部村と塩見村が合併して「福部村」となる。 

平成１６年に鳥取市と合併して鳥取市福部町となる。 

福部の地名の由来と歴史 

石器時代 縄文時代 弥生時代 古墳時代 飛鳥時代 奈良時代 平安時代 鎌倉時代 室町時代 江戸時代 明治時代 大正時代 

機織部
は た お り べ
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福部の地名の由来には別の説もあるようだ。 

 

 

 

 

 

しかし福部村史によると「福」の字を当てたのは、ふくべが全体合併の際に「福田保」の「福」と「服部村」の

「部」のそれぞれ１文字を組み合わせたものと思われる。 

 

本来なら「ふくべ」の長い歴史を考える場合、歴史の根拠となる「服部」（読み方は「はっとり」または「ふく

べ」でも構わないが）と表記すべきだったと考える。 

はたおりべ→→はとりべ→→はとり→→はっとり 
                            服部は「福部」とも読める 
機織部     服部部   服部   服部  

 


